
映文連アワード2009
受賞記念上映会

トークセッション Ⅱ

国境を越える短編映像の可能性国境を越える短編映像の可能性

2009.12.4

大学では今、国境を越えた新しい映像制作の可能性が広がっている。

“日本”を捉えた海外留学生の眼差し、それはどのように映像化されたか。

海外スタッフとのコラボレーションにはどんな利点があるのか。

新進気鋭のアワード受賞者と彼らを指導する教授によるトークセッション。

日 時：200９年12月４日（金）1４時15分～1５時30分 ※上映は10時～

会 場：富士フイルム西麻布本社１Ｆホール（東京都港区西麻布2-26-30）

参加料：一般 ８00円 （会員・学生 600円）

申込先：（社） 映像文化製作者連盟（東京都中央区日本橋室町4-2-9）

TEL：03-3279-0236   office@eibunren.or.jp

『TiMe Of ThE WaVe  ～波の時間～』25分
『Kingyo』25分

安藤 紘平 (早稲田大学 大学院国際情報通信研究科 教授)

松島 哲也（日本大学 芸術学部映画学科 教授）

エドモンド・楊（『kingyo』演出）

董 穎

『KATHPUTALI 風の村の伝説』 51分 『禅武合一 少林功夫』20分
早稲田大学 大学院国際情報通信研究科
北京電影学院 共同製作

出 演(予定）

トークセッション

董 穎（『禅武合一 少林功夫』制作 ）

アンドリヤナ・ツヴェトコビッチ（『TiMe Of ThE WaVe ～波の時間～』演出）

伊藤 敏朗（『KATHPUTALI 風の村の伝説』製作・演出）

渡邊 龍一郎（『ディレクターズ・マガジン』元編集長） 以上、敬称略

主催 社団法人 映像文化製作者連盟

ナビゲーター


